
（様式例） 

令和 7年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第四中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

 【第二学年】 

 ・主体的で対話的な学びを広げ、作品に対する「読み」を広げる活動を継続した結果、文学 

的文章共に、「内容を読み取る」領域のスコアが目標値に対して大きく上回った。 

 【第三学年】 

・漢字の読み書きについての学習を継続し、漢字の「読み」「書く」ともに目標値を大きく 

上回った。また、ICTを活用しながら、主体的で対話的な学びを広げ、自分の考えを「書 

く」という活動を全ての単元で実施した結果、「書く」領域で目標値に対して大きく上回 

った。 

 

（２） 課題 

 【第一学年】 

 ・「書くこと」領域が他の正答率と比べて低い傾向がある。 

【第二学年】 

・「文章を書くこと」領域が他の正答率と比べて低い傾向がある。 

 【第三学年】 

・「情報の扱い方に関する事項」領域が他の正答率と比べて低い傾向がある。 

 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第１学年 
目標値を全て上回って

いる。 

  

第２学年 
目標値をほぼ上回って

いる。 

（第１学年時） 

目標値を上回っている。 

 

第３学年 

目標値を全て上回って

いる。 

（第２学年時） 

目標値を全て上回って

いる。 

（第１学年時） 

目標値を大きく上回っ

ている。 

 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を上回っている。 目標値を大きく上回ってい

る。 

どの問題にも意欲的に取り

組んでいる。 

  

 



② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値とほぼ同等。 目標値とほぼ同等。 記述式の問題の正答率が目

標値よりも下回っている。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を大きく上回ってい

る。 

目標値を大きく上回ってい

る。 

どの問題にも意欲的に取り

組んでいる。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

漢字の読み書きの能力や語

彙力を育成するために、漢字

練習の際には類義語や対義

語など派生した学習を日々

行う。 

「書くこと」の領域が他の領

域に比べて弱いことから、

様々な文章に触れ、様々な

「書き方」を指導していく。 

協働的な学びの機会を多く

設定し、思考を広げ、深める

ための時間を確保する。ま

た、議論を生徒同士で展開し

学びを深めていく力を高め

ていく。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

漢字の知識が不十分であり、

発展的な学習や類義語や対

義語など派生的な言葉も理

解させていく。文法・語句の

知識についても継続的に指

導していく。 

「文章を書くこと」の領域が

他の領域に比べて弱いこと

から、理解したことをもと

に、自分の考えを整理する活

動を中心に行い、実際に自ら

の考えを文章で書くことも

継続的に行う。 

協働的な学びの機会を多く

設定し、思考を広げ、深める

ための時間を確保する。ま

た、議論を生徒同士で展開し

学びを深めていく力を高め

ていく。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

漢字の知識は十分であるが、

発展的な学習や派生的な言

葉も理解し、読み書きともに

できるように指導していく。 

情報の扱いに関する事項が

課題であることをふまえ、複

数の情報から要点を整理し、

事実と意見の違いを理解し、

整理することなど、情報を整

理した上で、自分の考えを文

章で書くことも継続的に行

う。 

協働的な学びの機会を多く

設定し、思考を広げ、深める

ための時間を確保する。ま

た、議論を生徒同士で展開し

学びを深めていく力を高め

ていく。 

 


